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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
【表１】

【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
　次に、実施例１、３、５、６、比較例１、２のエマルジョンのタック試験、ヒートシー
ル試験を行い、表２に試験結果を示した。タック試験、ヒートシール試験方法は、以下の
とおりである。
＜タック試験＞
　ＯＰＰフィルム（パイレンＰ２１１１）に、乾燥膜厚が５μｍになるように、エマルジ
ョンを塗工し、４５℃で乾燥させた。その後、室温にして、指触により、タックの有無を
判断した。室温時のタックがない場合を○とし、タックが少しある場合は△、タックがあ
る場合を×とした。
＜ヒートシール試験＞
　ＯＰＰフィルムの塗工面の上に紙をおき、８０℃、１０秒間、１Ｋｇ／ｃｍ２で、ヒー
トシールをする。紙とＯＰＰフィルムをはがし、紙が破れたらヒートシール性があると判
断した。ヒートシール性がある場合を○、ヒートシール性がやや劣る場合を△とした。
【表２】

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
　次に、実施例１、３のエマルジョンの防湿性試験を行い、試験結果を表３に示した。比
較例３としたスチレンアクリルエマルジョンＢ（酸価：５１、Ｔｇ：５６℃）は、従来、
防湿性が良いことで知られているエマルジョンである。防湿性の試験方法は、以下のとお
りである。
＜防湿性の試験方法＞
　ＪＩＳ－Ｚ－０２０８による防湿包装材料の透湿度試験方法（カップ法）に準ずる方法
で行った。具体的には、エマルジョンをバーコーター＃５０にて、マリコート紙に塗工し
、１１０℃、１５０秒乾燥した。その後、各試料の防湿面が外側になるように、恒温高湿
槽（温度４０℃、相対湿度９０％）に入れ、２４時間後の重量変化を測定し、透湿度を算
出した。透湿度の単位はｇ／ｍ2である。

【表３】
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